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Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
構
造
体
に
利
用
し
た

混
構
造
建
築
等
に
期
待

—
 

公
共
建
築
物
の
木
造
化
は
ど
の
程
度
進

ん
で
い
る
の
か
。

　

法
施
行
後
の
木
造
率
の
推
移
を
見
る
と
、

公
共
建
築
物
全
体
で
は
８
・３
％
か
ら
11
・

７
％
（
２
０
１
５
年
度
）、
積
極
的
に
木
造

化
を
推
進
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
３
階

建
て
以
下
の
低
層
公
共
建
築
物
で
は
17
・

９
％
か
ら
26
・
０
％
（
同
）
と
順
調
に
伸
び

て
い
ま
す
（
図
１
）。
今
後
、
公
共
建
築
物

全
体
の
木
造
化
を
さ
ら
に
伸
ば
す
に
は
、

中
・
高
層
建
築
物
の
木
造
化
が
大
き
な
テ
ー

マ
の
一
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

—
 

中
・
高
層
建
築
物
の
木
材
利
用
は
、
ど

の
よ
う
に
伸
ば
し
て
い
く
の
か
。

　

ま
ず
部
材
の
開
発
が
あ
り
ま
す
。
中
・

高
層
建
築
物
へ
の
新
た
な
利
用
が
見
込
ま

れ
る
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
つ
い
て
は
、
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

に
沿
っ
て
、
需
要
の
創
出
や
生
産
体
制
の

構
築
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
施
工
が
容
易
で
軽
く
て
頑

丈
な
た
め
工
期
の
大
幅
短
縮
が
期
待
で
き
、

地
盤
改
良
や
基
礎
工
事
の
簡
素
化
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
今
後
、
中
・
高
層
の
建
物

の
床
ス
ラ
ブ
を
Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
置
き
換
え
る
、

長
大
な
パ
ネ
ル
面
で
建
物
を
支
え
る
な
ど
、

多
様
な
形
で
利
用
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
４
階
建
て
ま
で
の

建
物
が
主
流
で
す
が
、
Ｒ
Ｃ
造
や
Ｓ
造
と

木
造
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
と
い
っ
た
混

構
造
や
２
時
間
耐
火
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を
用
い
た

建
築
物
が
実
現
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
例

え
ば
、
公
共
建
築
物
で
は
奈
良
県
で
１
階

を
Ｒ
Ｃ
造
、
２
階
以
上
を
県
産
材
使
用
の

Ｃ
Ｌ
Ｔ
木
造
と
し
た
５
階
建
て
の
建
物
が

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
自

体
の
コ
ス
ト
も
下
が
り
始
め
て
お
り
、
今

後
本
格
的
に
普
及
し
て
い
け
ば
、
競
争
力

が
つ
く
と
考
え
ま
す
。

順
調
に
進
む
公
共
建
築
物
への
木
材
利
用

日本では、戦後、造林された人工林が資源として伐期を迎える一方、
木材価格の下落等の影響などにより、森林の手入れが十分に行われず、

国土保全など森林の多面的機能の低下が懸念されている。
このような状況を克服するには、木を使うことにより森を育て、林業の再生を図ることが急務といえる。

こうした中、「公共建築物等における木材の利用の促進に関する法律」が2010年10月施行された。
これにより、国が整備する低層の公共建築物は「原則すべて木造化」を図ることとなり、

木材利用促進のための支援措置も整備された。
国の木材利用の取り組みは、民間事業者の主体的な取り組みを促し、木材需要の拡大が期待される。

今回の特集では、中・大規模建築物の木造化について、
その現状と課題を考察し、その将来性について解説する。

中・大規模木造建築物の
可能性を探る

特  集

林野庁 林政部 木材利用課
木造公共建築物促進班  課長補佐

宮脇 慈
し げ る

氏

使
え
る
と
こ
ろ
、
使
っ
た
方
が
よ
い
と
こ

ろ
に
適
材
適
所
で
木
材
を
使
う
こ
と
が
、

木
造
化
を
考
え
る
と
き
に
は
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
都
市
部
の
防
火
エ
リ
ア

で
木
造
が
建
て
に
く
い
場
合
は
、
木
質
化

を
試
み
る
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。
床
や
腰

壁
で
あ
れ
ば
、
内
装
制
限
は
か
か
ら
ず
、

木
材
を
使
え
る
余
地
が
あ
り
ま
す
。

　

ど
う
し
た
ら
木
造
化
、
木
質
化
が
実
現

で
き
る
か
を
、
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
探
っ
て

い
き
、
木
材
利
用
の
普
及
と
新
た
な
展
開

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

木
造
化
の
推
進
に
は

関
係
部
局
の
横
の
連
携
が
必
要

—
 

各
都
道
府
県
の
取
り
組
み
の
違
い
は
。

　

低
層
の
公
共
建
築
物
の
木
造
率

（
２
０
１
５
年
度
）
で
は
、
１
位
：
秋
田
県

（
55
・
３
％
）、
２
位
：
島
根
県
（
47
・
８
％
）、

３
位
：
宮
崎
県
（
47
・
６
％
）
で
、
東
北

や
中
国
、
九
州
の
林
業
地
帯
で
川
下
政
策

に
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
き
た
地
域
が
上

位
に
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
県
で
は
、

県
庁
内
で
部
局
横
断
的
な
体
制
を
作
る
な

ど
し
て
、
積
極
的
な
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
東
京
都
な
ど
の

大
都
市
部
で
は
、
多
く
の
地
域
が
防
火
地

域
等
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
建
築
物
に
高

い
防
耐
火
性
能
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
こ
と
な
ど
か
ら
、
木
造
率
が
低
く
な
っ

て
い
ま
す
。

—
 

公
共
建
築
物
へ
の
木
材
利
用
推
進
の

課
題
は
。

　

原
則
木
造
化
が
求
め
ら
れ
る
低
層
建
物

で
は
、
①
コ
ス
ト
面
、
②
工
期
面
、
③
人

材
面
、
④
木
材
調
達
面
、
⑤
建
築
物
の
性

能
面
で
、
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
（
図

２
）。
ま
た
、
法
律
施
行
後
の
取
組
状
況
や
、

今
後
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
活
用
を
促
進
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
な
ど
を
踏
ま
え
、
法
律
に
基

づ
く
国
の
基
本
方
針
を
今
年
の
６
月
に
変

更
し
ま
し
た
。
主
な
変
更
ポ
イ
ン
ト
は
、

木
材
利
用
促
進
の
た
め
に
地
方
公
共
団
体

は
、
法
律
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
都
道
府

県
方
針
や
市
町
村
方
針
に
基
づ
く
措
置
の

実
施
状
況
を
定
期
的
に
把
握
し
、
課
題
を

分
析
す
る
こ
と
や
、
地
方
公
共
団
体
の
関

係
部
局
が
横
の
連
携
を
構
築
す
る
こ
と
、

Ｃ
Ｌ
Ｔ
や
木
質
耐
火
部
材
に
つ
い
て
、
公

共
建
築
物
へ
の
積
極
的
な
活
用
を
促
進
す

る
こ
と
な
ど
を
、
追
加
規
定
し
て
い
ま
す
。

—
 

木
造
化
を
考
え
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
は
。

　

建
物
す
べ
て
の
部
分
に
と
に
か
く
木
材

を
使
え
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

公
共
建
築
物
の
木
材
利
用
を
促
進
す
る
法
律
が
施
行
さ
れ
て
７
年
。
木
造
化
の
推
進
状
況
と
今

後
の
展
開
に
つ
い
て
、
林
野
庁
の
宮
脇
慈
課
長
補
佐
に
話
を
聞
い
た
。

図 2. 公共建築物への木材利用を進めるに
　　 あたっての主な課題

コ ス ト 面
耐火構造とすることや大断面集成材の使用によ
るコスト増、維持管理に係るコスト増、木造と
非木造のコスト比較情報の不足等

工  期  面 まとまった地元産材調達に時間を要する等

人  材  面 建築士や発注者の木造建築に関する知識の不足等

木材調達面 JAS 製材品、地元産材、乾燥材等の調達が困難

建 築 物 の
性 能 面

耐久性、耐水性、遮音性等の確保のため木造化・
木質化が困難

図1. 公共建築物の木造率の推移（床面積ベース）
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出所：林野庁、『「公共建築物等木材利用促進法」の概要』、2017年10月

出所：林野庁、『「公共建築物等木材利用促進法」の概要』、2017年10月

図3. 公共建築物における木材利用の例
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・中央校舎を RC 造にして木造部分を分棟することで耐火建築規制をクリア
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つ
ま
り
、
木
造
に
コ
ス
ト
競
争
力
が
あ
る

か
ら
採
用
す
る
の
で
あ
り
、
木
造
へ
の
過

度
の
こ
だ
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
比
較
的
初
期
に
作
ら
れ
た
ロ
ン

ド
ン
の
Ｃ
Ｌ
Ｔ
造
の
集
合
住
宅
で
は
、
外
壁

も
内
装
も
不
燃
材
で
仕
上
げ
、
ど
こ
に
も

木
造
ら
し
さ
は
あ
り
ま
せ
ん
。
無
論
、
そ

こ
に
は
防
火
な
ど
の
法
的
な
理
由
も
あ
り

ま
す
が
、「
木
を
使
っ
て
い
る
こ
と
」
を
売

コ
ス
ト
競
争
力
で
選
ば
れ
る

世
界
の
木
造
建
築
物

　

海
外
で
は
今
世
紀
に
入
り
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
を

使
っ
た
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物
の
建
設

が
相
次
い
で
い
ま
す
。
し
か
し
〝
木
造
〟

に
対
す
る
欧
米
の
意
識
は
、
日
本
と
は
決

定
的
に
違
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

木
を
使
う
こ
と
を
得
意
と
す
る
日
本
で

は
、
そ
の
歴
史
と
文
化
ゆ
え
に
、
木
造
で

あ
る
こ
と
が
重
要
な
価
値
を
持
ち
ま
す
。

そ
の
た
め
、
木
造
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
う

理
念
が
先
行
し
が
ち
で
、「
木
を
使
っ
て

い
る
こ
と
」
を
見
せ
る
点
を
重
視
し
ま
す
。

　

そ
れ
に
対
し
海
外
で
中
・
大
規
模
建
築

物
に
木
造
が
選
択
さ
れ
る
の
は
、
安
く
て

合
理
的
に
建
設
で
き
る
か
ら
と
い
う
、
分

か
り
や
す
く
シ
ン
プ
ル
な
理
由
か
ら
で
す
。

１
枚
で
床
と
し
て
梁
な
し
で
飛
ば
せ
る
ス

パ
ン
が
最
大
５
ｍ
く
ら
い
な
の
で
、
遮
音

の
問
題
を
解
決
す
る
必
要
は
あ
る
も
の
の
、

集
合
住
宅
や
ホ
テ
ル
、
病
院
の
病
室
、
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
、
居
室
空
間
を
短
い
ス
パ

ン
で
細
か
く
区
切
っ
て
建
て
る
建
物
に
適

し
て
い
ま
す
。
実
際
、
海
外
で
も
Ｃ
Ｌ
Ｔ

構
法
に
よ
っ
て
大
ス
パ
ン
建
築
物
を
造
っ

て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
一
般
の
木
造
を
中
・
大
規
模
建

築
に
使
う
と
す
れ
ば
、
ど
ん
な
可
能
性
が

あ
る
で
し
ょ
う
か
。
木
は
比
強
度
（
同
じ

重
さ
で
比
べ
た
と
き
の
強
度
）
で
は
非
常

に
強
い
素
材
で
す
が
、
強
度
は
鉄
骨
に
比

べ
れ
ば
当
然
落
ち
ま
す
。
で
す
か
ら
鉄
骨

で
最
適
化
さ
れ
て
い
る
ス
パ
ン
の
建
物
を
、

り
に
し
て
い
な
い
の
で
す
。

　

ま
た
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
学
生
寮
は
、
床
を
Ｃ

Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
、
柱
を
集
成
材
と
し
た
18
階

建
て
の
木
造
高
層
建
築
で
す
。
こ
の
挑
戦

的
な
建
築
は
、
同
規
模
の
Ｒ
Ｃ
造
よ
り
コ

ス
ト
は
若
干
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
木

造
化
に
よ
っ
て
全
工
期
の
約
２
割
（
４
カ

月
）
を
短
縮
で
き
て
い
ま
す
。

　

近
年
カ
ナ
ダ
な
ど
で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
構
法
の
集

合
住
宅
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
あ

く
ま
で
コ
ス
ト
視
点
で
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

完
全
に
パ
ネ
ル
化
さ
れ
た
Ｃ
Ｌ
Ｔ
は
、
現

場
で
組
み
立
て
る
だ
け
な
の
で
、
作
業
が

簡
単
で
工
期
が
短
い
。
こ
の
ス
ピ
ー
ド
感

が
コ
ス
ト
減
を
生
み
出
し
、
中
・
大
規
模

建
築
物
で
も
Ｓ
造
や
Ｒ
Ｃ
造
と
勝
負
で
き

る
コ
ス
ト
競
争
力
を
獲
得
し
て
い
る
の
で
す
。

大
ス
パ
ン
の
木
造
建
築
を

可
能
に
す
る
平
屋
建
物

　

木
材
利
用
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
適
材
適
所

に
尽
き
ま
す
。
例
え
ば
Ｃ
Ｌ
Ｔ
パ
ネ
ル
は
、

日
本
の
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物
は
そ
の
多
く
が
公
共
建
築
物
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

欧
米
で
は
公
共
・
民
間
を
問
わ
ず
、
様
々
な
形
で
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物
が
造
ら

れ
て
い
る
。
で
は
、
そ
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
欧
米
の
木
造
建
築
物
事
情
に

詳
し
い
株
式
会
社
日
建
設
計
の
勝
矢
武
之
氏
に
話
を
聞
い
た
。

コ
ス
ト
競
争
で
勝
負
す
る
、

中・大
規
模
木
造
建
築
物

を
先
行
さ
せ
す
ぎ
ず
に
、
適
材
適
所
を
考

慮
し
て
木
造
を
設
計
し
、
木
造
を
建
築
の

市
場
に
し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
、
木
の
生
産

者
か
ら
施
工
者
ま
で
が
メ
リ
ッ
ト
を
得
ら
れ

る
体
制
を
作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

今
後
、
日
本
で
中
・
大
規
模
建
築
物
の

木
造
化
を
よ
り
確
か
に
推
進
す
る
に
は
、

コ
ス
ト
競
争
力
を
獲
得
す
る
た
め
の
事
業

規
模
拡
大
が
必
要
と
な
る
で
し
ょ
う
。

　

Ｃ
Ｌ
Ｔ
に
関
し
て
は
、
大
工
場
で
の
生

産
体
制
を
整
え
、
規
格
材
や
固
定
金
物
を

安
く
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
そ
し
て

Ｃ
Ｌ
Ｔ
構
法
を
ベ
ー
ス
に
し
た
完
成
度
の

高
い
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
の
モ
デ
ル
を
作
り
、

耐
火
に
つ
い
て
の
法
条
件
を
整
理
し
た
設

計
者
用
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
る
。
そ
う
す
れ

ば
だ
れ
も
が
４
階
建
て
く
ら
い
ま
で
な
ら
、

簡
単
に
Ｃ
Ｌ
Ｔ
の
建
物
を
建
て
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
規
格
材
の
コ
ス

ト
を
明
快
に
し
、
建
築
主
が
安
心
し
て
発

注
で
き
る
体
制
を
作
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

耐
火
に
関
し
て
は

設
計
手
法
で
ク
リ
ア
す
る
方
法
も

　

木
造
で
課
題
と
な
る
耐
火
で
す
が
、
燃

え
代
設
計
が
使
え
な
い
耐
火
建
築
物
が
特

に
問
題
で
す
。
通
常
の
法
規
で
使
え
る
耐

火
部
材
（
ル
ー
ト
Ａ
）
は
か
な
り
種
類
が

出
て
き
て
い
ま
す
が
、
正
直
な
と
こ
ろ
、

単
に
木
造
に
置
き
換
え
る
と
い
う
発
想
で

は
、
何
の
メ
リ
ッ
ト
も
得
ら
れ
な
い
は
ず

で
す
。
し
か
し
屋
根
面
を
木
造
と
す
る
建

築
な
ら
、
自
重
が
軽
い
た
め
構
造
上
の
メ

リ
ッ
ト
が
出
て
き
ま
す
。
つ
ま
り
、
工
場

や
体
育
館
な
ど
の
平
屋
建
て
の
大
ス
パ
ン

建
築
物
は
木
造
に
分
が
あ
る
わ
け
で
す
。

で
す
か
ら
大
ス
パ
ン
平
屋
建
築
へ
の
木
構

造
の
採
用
は
、
木
材
使
用
の
拡
大
に
つ
な

が
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
平
屋

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
良
い
事
例

と
し
て
、
ロ
ン
ド
ン
の
カ
ナ
リ
ー
・
ワ
ー

フ
の
新
駅
と
商
業
施
設
に
架
け
ら
れ
た
巨

大
な
木
造
屋
根
が
あ
り
ま
す
。
曲
面
に
見

え
る
屋
根
の
部
材
は
す
べ
て
直
線
材
を
使

い
、
非
常
に
合
理
的
で
美
し
い
木
の
ア
ー

チ
を
作
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
は
法
制
度
の
整
備
な
ど
、
中
・

大
規
模
建
築
の
木
造
化
へ
の
追
い
風
が
吹
い

て
い
ま
す
。
こ
れ
を
ブ
ー
ム
で
終
わ
ら
せ
ず
、

木
造
化
を
普
及
さ
せ
る
た
め
に
も
、
理
念

ま
だ
コ
ス
ト
が
高
い
で
す
。
そ
こ
で
耐
火

検
証
法
を
用
い
て
、
火
災
が
起
き
て
も
木

造
部
分
に
火
が
つ
か
な
い
よ
う
に
設
計
し
、

耐
火
処
理
な
し
で
木
造
を
実
現
す
る
方
法

（
ル
ー
ト
Ｃ
）
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
手
法
で
は
火
災
時
に
、
火
が
天
井

に
届
く
か
、
放
射
熱
で
天
井
が
何
度
ま
で

熱
く
な
る
か
、
煙
は
何
度
に
な
る
か
を
計

算
し
ま
す
。
火
が
天
井
ま
で
届
か
ず
、
ま

た
温
度
も
木
材
の
着
火
温
度
の
２
７
０
度

に
な
ら
な
い
こ
と
を
検
証
し
、
大
臣
認
定

を
取
得
す
れ
ば
、
耐
火
建
築
物
で
あ
っ
て

も
被
覆
は
一
切
な
し
で
済
ま
せ
ら
れ
ま
す
。

　

私
は
こ
の
方
法
で
「
木
材
会
館
」（
東

京
都
江
東
区
）
の
最
上
階
の
木
造
の
ホ
ー

ル
を
設
計
し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
11
月
に

着
工
す
る
「
有
明
体
操
競
技
場
」（
同
）

で
も
同
じ
手
法
が
使
わ
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
設
計
上
の
工
夫
に
よ
り
、
木
造
自
体
は

耐
火
性
能
を
持
た
な
く
て
も
建
物
自
体

が
耐
火
性
能
を
持

つ
設
計
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
方
法

で
も
、
木
の
魅
力

を
打
ち
出
し
た
、

現
し
の
木
造
耐
火

建
築
物
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
化
で

複
雑
な
デ
ザ
イ
ン
が
可
能
に

　

木
の
利
点
と
し
て
、
加
工
性
が
よ
い
こ

と
も
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
立
体
を
操
る
３
Ｄ

設
計
技
術
と
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ
Ａ
Ｍ
＊
１
の
加
工

技
術
の
発
展
で
、
複
雑
な
建
物
も
作
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
設
計
、
加
工
、
組
み
立
て
ま
で
を
情

報
技
術
で
つ
な
げ
る
試
み
が
進
ん
で
お
り
、

私
も
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

以
前
は
作
れ
な
か
っ
た
複
雑
な
形
状
も
、

現
在
は
３
Ｄ
モ
デ
ル
を
自
在
に
使
っ
て
設

計
が
可
能
で
、
部
材
ご
と
の
形
状
デ
ー
タ

を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
／
Ｃ

Ａ
Ｍ
の
デ
ー
タ
を
工
場
に
流
せ
ば
、
木
材

は
自
動
的
に
カ
ッ
ト
・
加
工
さ
れ
ま
す
。

そ
し
て
現
在
で
は
、
こ
の
部
材
の
接
着
や

組
み
立
て
ま
で
を
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
り

完
全
自
動
で
行
う
試
み
が
進
ん
で
い
ま
す
。

特  集

中・大規模木造建築物の可能性を探る

株式会社日建設計
設計部門　設計部長

勝矢 武之氏

＊1	 CAD	：Computer Assisted（Aided）Designの略で、コンピュータ支援設計のこと。
	 CAM	：Computer Assisted（Aided）Manufacturingの略で、コンピュータ支援製造のこと

ロンドンのカナリー・ワーフ駅
（写真：sickle/PIXTA）

木材会館（東京都江東区）とその最上階
（写真提供：日建設計）

カナダのブリティッシュ･コロンビア大学の学生寮（右は建設中の写真）
（写真提供：（左）日本CLT協会、（右）福島孝志／日建設計）　

▼

日本の現状

木を見せたい
▼

特殊な構法を使う
▼

コストが高くなる
▼

木の価値を
声高に訴える

木造への意識を変える

木を見せることに
こだわらない

▼
標準化したパネル
工法を徹底する

▼
コストを抑える

▼
普通の工法として

浸透する

木造建造物を現実的に普及させるための
提案
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耐
火
被
覆
に一般
流
通
材
を
用
い
た

新
し
い
耐
火
部
材
を
開
発

　

木
を
植
え
、
森
を
育
む
こ
と
か
ら
始
ま

る
住
友
林
業
グ
ル
ー
プ
の
事
業
活
動
に
お

い
て
、
木
の
総
合
的
な
活
用
を
追
求
す
る

私
た
ち
筑
波
研
究
所
で
は
、
当
社
創
業

３
５
０
周
年
と
な
る
２
０
４
１
年
を
見
据
え

た
様
々
な
研
究
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
木
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
る
と

い
う
意
味
で
、
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物

へ
の
取
り
組
み
は
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、「
耐

火
」
と
「
構
造
」
に
関
す
る
研
究
で
す
。

　

耐
火
に
つ
い
て
は
、
日
本
は
非
常
に
厳

し
い
建
築
基
準
法
が
あ
り
、
４
階
建
て
ま

で
は
１
時
間
耐
火
、
５
階
か
ら
14
階
建
て

ま
で
は
２
時
間
耐
火
と
い
う
高

い
性
能
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物

で
は
、
こ
の
点
の
ク
リ
ア
が
難

題
だ
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
実
は
木
に
は

〝
ゆ
っ
く
り
と
燃
え
る
〟
と
い

筑波研究所にある耐火試験専用の検証棟。大型部材の耐火試験が可能になった

覆
材
に
用
い
る
た
め
、
コ
ス
ト
を
従
来
の

お
よ
そ
半
分
に
抑
え
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

　

さ
ら
に
、
小
さ
な
断
面
の
材
料
を
組
み

合
わ
せ
る
た
め
、
住
宅
用
の
柱
や
梁
を
製

作
す
る
工
場
で
加
工
が
で
き
、
施
工
が
し

や
す
い
点
も
大
き
な
特
徴
の
一
つ
で
す
。

　

今
後
は
、
当
社
が
受
注
す
る
中
・
大
規

模
木
造
建
築
物
に
木
ぐ
る
み
Ｃ
Ｔ
を
採
用

し
な
が
ら
、
構
法
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
中
・
大
規
模
木
造
建
築
物
の
普
及
の

た
め
に
は
、
耐
火
部
材
を
開
発
す
る
こ
と

だ
け
で
は
不
十
分
で
す
。
用
途
や
規
模
の

違
う
実
物
件
に
対
応
す
る
た
め
様
々
な
納

ま
り
や
接
合
部
に
関
す
る
検
証
を
進
め
て

い
く
こ
と
が
重
要
な
取
り
組
み
と
な
り
ま
す
。

新
検
証
棟
の
設
立
に
よ
り

耐
火
実
験
を
効
率
化

　

筑
波
研
究
所
で
は
、
２
０
１
５
年
に
木

造
部
材
の
耐
火
試
験
専
用
の
検
証
棟
を
建

設
。
耐
火
試
験
の
実
施
環
境
を
整
備
し
、

耐
火
技
術
の
開
発
速
度
を
高
め
て
い
ま

す
。
研
究
所
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
小
型
・

中
型
の
耐
火
炉
で
検
証
を
実
施
し
て
い
ま

う
特
徴
が
あ
り
、
捉
え
方
に
よ
っ
て
は
決

し
て
燃
え
や
す
い
素
材
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
耐
火
へ
の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
の
か
。
耐
火
被
覆
を
用
い
て
性
能

を
高
め
る
と
い
う
点
で
は
、
鉄
骨
も
木
も

同
じ
で
す
。
し
か
し
、
鉄
骨
と
は
異
な
り
、

木
と
い
う
素
材
の
美
し
さ
や
質
感
を
表
現

す
る
た
め
に
、
木
の
構
造
体
を
室
内
に
そ

の
ま
ま
見
せ
る
「
現
し
」
が
好
ま
れ
る
傾

向
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
点
を
ク
リ
ア
し
な

が
ら
耐
火
性
能
を
維
持
す
る
部
材
が
求
め

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

そ
こ
で
住
友
林
業
で
は
、
柱
や
梁
と
し

て
流
通
す
る
木
材
を
組
み
合
わ
せ
て
耐
火

被
覆
に
用
い
た
耐
火
構
造
部
材
「
木
ぐ
る

み
Ｃ
Ｔ
＊
」
を
開
発
。
２
０
１
１
年
か
ら

研
究
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
15
年
12
月
に
梁
、

16
年
５
月
に
柱
の
国
土
交
通
大
臣
認
定
を

取
得
し
て
い
ま
す
。

　

中
・
大
規
模
木
造
建
築
物
の
普
及
の
た

め
に
は
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
取
り
組
み
も

不
可
欠
で
す
。
木
ぐ
る
み
Ｃ
Ｔ
は
、
既
存

の
木
造
耐
火
部
材
と
は
異
な
り
、
一
般
流

通
材
を
構
造
材
と
し
て
機
能
す
る
耐
火
被

し
た
が
、
大
型
部
材
の
耐
火
試
験
で
は
外

部
の
炉
を
借
り
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

実
験
に
時
間
と
手
間
が
か
か
っ
て
い
ま
し

た
。
新
検
証
棟
の
活
用
に
よ
り
、
耐
火
試

験
が
効
率
化
さ
れ
、
耐
火
部
材
開
発
も
加

速
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

耐
火
性
能
を
担
保
し
な
が
ら
、
い
か
に

使
い
勝
手
よ
く
、
コ
ス
ト
を
抑
え
る
部
材

と
構
法
が
確
立
で
き
る
か
。
こ
れ
ら
の
点

が
ク
リ
ア
で
き
れ
ば
、
中
・
大
規
模
木
造

建
築
物
の
普
及
は
、
決
し
て
難
し
い
こ
と

で
は
な
い
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。
木
の

価
値
を
高
め
て
世
の
中
に
送
り
出
す
こ
と

を
目
指
す
筑
波
研
究
所
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
そ
の
流
れ
を
加
速
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

木
の
価
値
を
高
め
る
研
究
開
発
で

中・大
規
模
木
造
建
築
物
の

普
及
加
速
を
目
指
す

—

住
友
林
業
の
取
り
組
み

特  集

中・大規模木造建築物の可能性を探る

住友林業株式会社
筑波研究所 建築住まいグループ

グループマネージャー

綿引 誠

＊木で包み組み合わせた（combined）材木(timber)の特徴を持つことを表す

耐火構造部材「木ぐるみ CT」
一般流通木材、不燃材、化粧板
を組み合わせ、低コストと加工
のしやすさを両立

一般流通木材

不 燃 材

化 粧 板
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田
駅
西
口
に
県
都
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
と

美
観
を
備
え
た
木
造
の
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
あ
る
。

　

か
つ
て
表
面
に
杉
を
施
し
た
鉄
骨
造
で
あ
っ
た

こ
の
施
設
を
木
造
に
し
た
き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
。
築

30
年
で
老
朽
化
し
た
上
、
耐
震
補
強
対
策
が
必
要
と
な
っ
た

た
め
建
て
替
え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
地
元
の
杉
を
積
極
的
に

活
用
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
団
体「
日
本
全
国
ス
ギ
ダ
ラ
ケ
倶

楽
部
」の
協
力
で
、
雨
風
や
積
雪
な
ど
の
過
酷
な
環
境
に
も
耐

え
、
集
落
の
よ
う
な
暖
か
み
の
あ
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た
。

　

主
構
造
は
秋
田
杉
を
使
い
、
柱
２
本
で
屋
根
を
支
え
る
門

型
構
造
。
橋
脚
、
梁
、
桁
な
ど
は
金
属
で
補
強
し
つ
つ
も
、

接
合
部
は
極
力
露
出
し
な
い
工
夫
を
し
て
い
る
。
木
材
は
、

耐
久
性
と
安
全
性
の
確
保
と
同
時
に
木
の
風
合
い
を
保
つ
た

め
、
腐
食
防
止
と
し
て
モ
ッ
ク
ル
処
理（
加
圧
注
入
処
理
）＊
を

施
し
て
い
る
。

　

屋
根
は
冬
期
の
落
雪
を
防
ぐ
緩
勾
配
の
片
流
れ
と
し
、
屋
根

葺
き
材
は
耐
久
性
が
あ
る
ガ
ル
バ
リ
ウ
ム
鋼
板
を
使
用
。
雨
樋

は
冬
期
の
破
損
を
考
慮
し
、
強
固
な
鉄
製
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
視
線
の
高
さ
に
ス
リ
ッ
ト
を
設
け
た
縦
格
子
は
横
断

抑
止
と
視
線
確
保
を
担
っ
て
お
り
、
壁
面
に
は
、「
竿か

ん
と
う燈

祭
り
」

「
西に

し
も
な
い

馬
音
内
盆
踊
り
」「
か
ま
く
ら
」「
な
ま
は
げ
」の
四
つ
の

祭
り
を
表
現
し
た
組
子
細
工
を
設
置
。
秋
田
県
ら
し
さ
を
演
出

し
て
い
る
。

　

日
本
三
大
美
杉
の
一
つ
で
あ
る
秋
田
杉
を
全
面
に
活
用
し

た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
。
訪
れ
る
多
く
の
人
の
目
を
楽
し
ま
せ

る
と
と
も
に
、
県
産
材
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
貢
献
し
て
い
る
。

写真提供＝秋田中央交通株式会社

秋田県らしさを演出する組子細工「なまはげ」

秋田杉を使った
秋田駅西口
バスターミナル

秋

秋田県
秋田市

＊ 木材内部で薬液を化学変化させて防腐・防蟻性能を確保することで、木の材質を安定させる化学改質処理
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直
な
言
葉
に
坂
本
氏
は
、
漆
の
供
給
と
技
術
指
導

を
請
け
負
っ
た
。
代
わ
り
に
、海
外
名
門
メ
ー
カ
ー

で
伝
統
産
業
が
生
き
残
っ
て
い
る
理
由
を
学
ぶ
。

　「
日
本
で
は
、
伝
統
は
純
粋
培
養
さ
れ
て
き
ま

し
た
が
、
そ
れ
は
間
違
い
。
伝
統
を
守
る
一
方
、

現
代
の
消
費
者
が
望
む
も
の
に
挑
戦
す
る
と
い
う

両
輪
が
な
け
れ
ば
、
市
場
を
広
げ
つ
つ
リ
ス
ク
ヘ
ッ

ジ
を
行
っ
て
生
き
残
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
」

ど
ん
な
依
頼
に
も
対
応
す
る
こ
と
で

技
術
と
知
恵
が
進
化
す
る

—

１
９
８
４
年
、
パ
ー
カ
ー
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
納
め
る
漆
塗
り
の
ペ
ン
ス
タ

ン
ド
２
０
０
０
台
を
受
注
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
手

仕
事
な
ら
で
は
の
風
合
い
の
違
い
が
仕
上
が
り
の

ム
ラ
と
判
断
さ
れ
、
す
べ
て
返
品
さ
れ
て
し
ま
う
。

　「
非
常
事
態
で
し
た
が
、発
想
を
変
え
て
再
度
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。
漆
は
手
作
業
に
よ
り
ハ
ケ
で
塗

る
も
の
で
す
が
、
ス
プ
レ
ー
で
吹
き
付
け
る
技
法
を

開
発
。
作
り
直
し
た
ペ
ン
ス
タ
ン
ド
は
高
評
価
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事
で
、
工
業
製

品
に
求
め
ら
れ
る
寸
分
違
わ
ぬ
均
質
性
を
実
現
す

る
技
術
と
と
も
に
、
分
業
制
だ
っ
た
漆
塗
り
を
自

社
で
一
貫
し
て
製
造
す
る
体
制
を
確
立
で
き
ま
し
た
」

—

バ
ブ
ル
を
迎
え
た
日
本
で
は
消
費
生
活
に

も
変
化
が
表
れ
、
付
加
価
値
の
高
い
良
品
が
求
め

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
漆
に
も
注
目
が
集
ま
り
、

国
内
メ
ー
カ
ー
か
ら
次
々
に
商
談
が
持
ち
込
ま
れ

る
よ
う
に
な
る
。
国
産
高
級
車
の
内
装
を
漆
塗
り

で
手
掛
け
た
の
も
こ
の
頃
だ
。
時
に
は
漆
の
吹
き

付
け
技
術
を
評
価
さ
れ
、
漆
に
と
ど
ま
ら
ず
金
属

溶
射
へ
発
展
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

　「
き
っ
か
け
は
航
空
機
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の

テ
ー
ブ
ル
を
漆
塗
り
す
る
依
頼
で
し
た
。
試
行
錯

誤
の
末
、
漆
を
接
着
剤
代
わ
り
に
銀
箔
を
貼
る
技

法
で
、
厳
し
い
難
燃
基
準
を
ク
リ
ア
し
ま
し
た
。
こ

の
成
果
か
ら
座
席
部
分
の
仕
事
も
い
た
だ
い
た
の

で
す
が
、
こ
れ
が
漆
を
使
わ
な
い
金
属
溶
射
で
の
依

頼
だ
っ
た
の
で
す
。
金
属
の
粒
子
を
吹
き
付
け
て
耐

火
性
を
高
め
る
こ
の
技
法
は
、
も
と
も
と
橋
の
橋

脚
な
ど
の
防
さ
び
に
使
わ
れ
て
い
た
た
め
、
仕
上

が
り
の
美
し
さ
は
求
め
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、
漆
を
ス
プ
レ
ー
で
均
一
に
塗
る
技
術
を
持

つ
当
社
に
任
せ
て
い
た
だ
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」

—

以
降
、
あ
ら
ゆ
る
工
業
製
品
を
漆
塗
り
で

彩
っ
て
き
た
同
社
だ
が
、〝
両
輪
〟
の
片
方
で
あ

る
伝
統
を
守
る
モ
ノ
づ
く
り
と
し
て
、
漆
塗
り
の

ア
ク
セ
サ
リ
ー
も
手
掛
け
て
い
る
。

　「
最
近
の
工
業
製
品
で
は
、
電
子
タ
バ
コ
の
ア
イ

コ
ス
に
漆
を
塗
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
様
々
な
メ
ー

カ
ー
か
ら
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
断
っ
た
こ

と
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
新
し
い
も
の
に
挑
戦
す
る
こ

と
は
進
化
に
つ
な
が
り
、
何
よ
り
面
白
い
で
す
か
ら
。

伝
統
を
守
る
た
め
の
、
伝
統
だ
け
に
と
ら
わ
れ
な

い
挑
戦
を
、
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
」

付 加 価 値 創 造 に 挑 戦

注 企業を訪ねる

会
津
漆
器
業
界
も
衰
退
の
一
途
を
た
ど
り
、
代
々
、

漆
の
精
製
と
販
売
を
生
業
と
し
て
き
た
当
社
に
も
、

発
想
の
転
換
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
し
た
」

—

同
社
の
転
機
と
な
っ
た
の
は
、
上
野
の
国
立

科
学
博
物
館
か
ら
か
か
っ
て
き
た
一
本
の
電
話

だ
っ
た
。「
伝
統
工
業
の
展
示
品
と
し
て
、
漆
精
製

の
鉢
を
譲
っ
て
ほ
し
い
」。
坂
本
氏
は
、
そ
の
言
葉

に
ふ
と
立
ち
止
ま
る
。
漆
塗
り
は
、〝
工
芸
〟
で
は

な
く
、〝
工
業
〟
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

確
か
に
漆
は
古
来
、
防
湿
な
ど
の
工
業
用
材
料
と

し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
歴
史
が
あ
る
。

　「
な
ら
ば
、
漆
を
現
代
の
工
業
製
品
に
生
か
せ
な

い
か
と
考
え
、
工
業
製
品
を
製
造
す
る
家
電
メ
ー

カ
ー
な
ど
に
片
っ
端
か
ら
売
り
込
み
を
か
け
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
安
価
で
大
量
生
産
が
続
い
た
日

本
で
は
、
手
間
の
か
か
る
漆
な
ど
見
向
き
も
さ
れ

な
い
素
材
に
な
っ
て
い
た
ん
で
す
。
し
か
し
、
意
外

な
と
こ
ろ
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
舞
い
込
み
ま
し
た
。

高
級
万
年
筆
パ
ー
カ
ー
の
フ
ラ
ン
ス
法
人
が
、
漆

塗
り
の
技
術
を
教
え
て
ほ
し
い
と
い
う
の
で
す
」

—

パ
ー
カ
ー
は
、
日
本
国
内
の
全
漆
精
製
業
者

に
手
紙
を
送
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
返
事
を
返
し

た
の
は
変
革
を
模
索
し
て
い
た
坂
本
乙
造
商
店
だ

け
だ
っ
た
。
な
ぜ
漆
に
つ
い
て
学
び
た
い
の
か
尋

ね
る
と
、
こ
ん
な
言
葉
が
返
っ
て
き
た
。「
欧
米
の

工
業
製
品
は
日
本
に
模
倣
さ
れ
追
い
抜
か
れ
て
し

ま
っ
た
。
な
ら
ば
、
今
度
は
こ
ち
ら
が
日
本
の
漆

塗
り
を
取
り
入
れ
て
付
加
価
値
を
高
め
た
い
」。
率

海
外
の
老
舗
メ
ー
カ
ー
に
学
ん
だ

伝
統
産
業
が
生
き
抜
く
鍵

—

国
の
伝
統
工
芸
に
指
定
さ
れ
る
会
津
塗
り
で

知
ら
れ
た
漆
器
の
町
、
福
島
県
会
津
若
松
市
。
こ

の
地
で
、
旧
来
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ
ず
、
独
自

の
挑
戦
で
市
場
を
切
り
拓
く
漆
加
工
メ
ー
カ
ー
が

あ
る
。
雅
な
漆
塗
り
で
彩
ら
れ
て
い
る
の
は
、
一

眼
レ
フ
カ
メ
ラ
や
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
な
ど
、

伝
統
の
漆
器
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
工
業
製
品
だ
。

挑
戦
が
始
ま
っ
た
の
は
、
現
社
長
の
坂
本
朝
夫
氏

が
会
社
を
継
い
だ
１
９
７
０
年
代
だ
っ
た
。

　「
当
時
は
大
量
生
産
で
安
い
商
品
が
ど
ん
ど
ん

普
及
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
日
本
人
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
も
ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い

た
時
代
で
す
。
そ
の
た
め
、
伝
統
工
芸
品
で
あ
る

発想の転換を図り
漆の吹き付け技法を確立

〝工芸〟と〝工業〟の両輪で
伝統の技と価値を守り抜く

断らない精神で柔軟に挑戦

株
式
会
社
坂
本
乙お

と

造ぞ

う

商
店

ここが注目ポイント

漆塗りを現代の工業製品に生かした
伝統承継と新ニーズ対応への革新

代表取締役社長　

本　　社 	●	福島県会津若松市大町1-4-51 
創　　業 	●	1900年
資 本 金 	●	4,500万円
従 業 員 	●	30名
事業内容 	●	漆精製および漆商品の製造・販売

工業製品量産第1号「パーカー プレミアムディスクセット」

坂本 朝夫氏

スプレーで漆を均一に塗る技法を開発

アイコスをはじめ、これまでに手掛けてきた工業製品類の一部

100年以上続く伝統の技も守り抜く

伝統の技を生かした、軽くて美しい漆のアクセサリーやバッグも販売



Kenzai Monthly November 2017 10

　林野庁は、2016年の木材需給に関するデータを集約・
整理した「木材需給表」を取りまとめ、発表した。木
材需給表では、わが国の木材の需要・供給量を丸太換
算し、用材（製材品や合板、パルプ・チップなどに用
いられる木材）、しいたけ原木及び燃料材に区分してま
とめている。
　2016年の「総需要量」は7,807.7万㎥（丸太換算、

以下同）で前年に比べ3.9％増加した。一方、木材の供給
のうち「国内生産量」は2,714.1万㎥で対前年比8.9％の
増加、「輸入量」は5,093.6万㎥で対前年比1.4％の増加
だった。国内生産、輸入とも、燃料材の増加率が58.9％

（＋165.2万㎥）、16.8％（＋19.4万㎥）と大きかった。
　「木 材 自 給 率」は 前 年 か ら1.6ポ イ ン ト 上 昇 し て
34.8％となり、2011年から6年連続で上昇している。

　住友林業は「千里リハビリテーション病院」（大阪府箕
面市）の新棟（アネックス棟）を、2017年9月26日に
竣工した。同病院は国内初の「リハビリテーション・リゾー
ト」をコンセプトに誕生し、開業10周年の今年、脳卒中
専門病棟であるアネックス棟を増設した。
　木造2階建ての建物は、外装・内装含め全面的に木の
現しとし、「木の持つ治癒力」を最大限に生かしたリハビ
リテーション施設となっている。
　内装はフロア、壁、建具をオークやラバーウッドなど
の木材で仕上げ、主にオーク材を使用した病室でも木の
温もりが感じられる。また、病室内はスツールやベッド
の細部まで木調で揃え、使いやすくシンプルで心地よい
インテリアとなっている。

　あたたかみのある木の素材をふんだんに使用すること
で、患 者 が 少 し
でもリラックスし
てリハビリに取り
組めるような空
間づくりを目指し
た。デザインディ
レクションは、本
棟に引き続きクリ
エイティブディレ
クターの佐藤可
士和氏が担当した。

編集室より

■ 広告掲載・誌面に対するご意見、ご感想は
　 建材マンスリー編集室専用アドレスまでお寄せください。

住友林業株式会社 木材建材事業本部 事業企画部

   kenzai-monthly@sfc.co.jp

■ 弊社ホームページに特集ページのみを掲載中です。
   http://sfc.jp/mokuzai/kenzaimonthly/

先日、香川県直島にある「南寺」を見学しました。アーティストが島の空き家
を改修したアートプロジェクトの1つです。室内は一筋の光すら見えない闇になっ
ていて、感覚が研ぎ澄まされると次第に光が見えてくる体験を作品化していま
す。本物の暗闇を経験した10分間は自分がこの場に存在しているのかもわか
らない不思議な感覚になります。新たな息吹をもたらした木造建築は、見えな
いことで得られる何かを教えてくれました。（Ｍ）

編
集
後
記

今月のニュース

表紙：住友林業（株）住宅事業本部　北陸支店　県庁東第一住宅展示場
＊ 家具などのインテリア品は実際の展示と
　 異なる場合があります

木材自給率は6年連続で上昇し34.8％に
「2016年木材需給表」を公表  －林野庁

木の温もりで効果的にリハビリ
「千里リハビリテーション病院」にアネックス棟竣工  －住友林業

■ 木材供給量および木材自給率の推移
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■ 国内生産量
■ 輸入量
 　  木材自給率

現在（H28)
34.8%

木材自給率最低（H14）
18.8%

木材自給率（S61）
35.0%

画像提供：Nacasa & Partners 菅野佳生
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新  設  住  宅  計
建築主別

9月
対前年同月比

▲ 2,494 5,256
▲ 151

▲ 2,343

▲ 690
▲ 879

212
▲ 1,137

▲ 874
▲ 253

▲ 2,286

▲ 208

97
57

▲ 220
▲ 142

▲ 1,348

▲ 1,146

▲ 171
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▲ 728
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83,128
944
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24,883
37,521
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20,202

8,628
11,347

75,269

7,859
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3,800

18
3,290

48,385

34,743

223
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14,669

61
95
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634
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20,728
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7,685

536
3,607

21
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33,650

330
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14,177
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81,538

25,370
36,365
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21,037

9,059
11,708
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0
3,309
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35,549
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85
89

87,456
1,491
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26,037
35,967
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11,817
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9,881

1,252
4,039

0
4,590
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39,670
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22,577
16,111

70
98

6月7月8月

▲ 45
5,301

▲ 336
3,429

200
1,963

904
996

5,721

▲ 465

55
▲ 65
▲ 51

▲ 404

3,207

2,049

54
1,580

430
5

▲ 20

対前々年同月比

利用
関係別

資金別

構造別

公共
民間
持家
貸家
給与住宅
分譲住宅
　うちマンション
　うち戸建
民間資金
公的資金

木造
非木造
鉄骨鉄筋コンクリート造
鉄筋コンクリート造
鉄骨造
コンクリートブロック造
その他

公営住宅
住宅金融機構融資住宅
都市再生機構建設住宅
その他住宅

2017年9月の新設住宅着工戸数　単位：戸　▲は減
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